
自
然
公
園
に
お
け
る

サ
イ
ン
の
多
言
語
対
応
に
つ
い
て

株
式
会
社

建
設
環
境
研
究
所

は
じ
め
に

わ
が
国
の

「観
光
立
国
推
進
基
本
計

画
」
で
は
平
成
二
八
年
の
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
二
、五

O
O
万
人

（平
成
二

二
年
実
績
八
六

一
万
人
）
、
訪
日
外
国

人
消
費
動
向
調
査
の

一ー大
変
満
足
」
と

い
う
回
答
割
合
四
五
%
（
平
成
二
三
年

実
績
一
四
三
・
六
%
）
を
目
標
と
し
て

い
る
。わ

が
国
の
自
然
公
園
も
こ
の
目
標
の

達
成
に
大
き
く
寄
与
で
き
る
が
、
そ
れ

も
訪
日
さ
れ
る
方
々
へ
の
適
切
な
対
応

が
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
人
は
外
国
の
方
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
苦
手
と
し
て

い
る
人
が
多
い
。
そ
こ
で
、
海
外
の
お

客
様
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る

「外

国
語
サ
イ
ン
」
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
各
地
の
官
公
庁
も
、
多
言
語
対

技
術
本
部
技
師
長

田
中

隆

応
に
関
す
る
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、

ま
さ
に
時
宜
を
得
た
施
策
で
あ
ろ
う
。

「
お
も
て
な
し
」

の
4心

海
外
か
ら
の
お
客
様
を
自
然
公
園
に

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、

「
翻
訳
の
誤

り
」
や

「
誤
植
」
は
も
ち
ろ
ん
、

「
不

自
然
な
表
現
」
さ
え
も
で
き
る
だ
け
回

避
し
た
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
誤

り
等
が
失
礼
に
当
た
る
ば
か
り
で
な
く
、

サ
イ
ン
へ
の
不
信
感
を
起
こ
さ
せ
、
そ

の
結
果
、
満
足
度
を
低
下
さ
せ
た
り
、

ク
ひ
と
け
ψ

の
少
な
い
未
知
の
山
野
に

踏
み
入
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
せ
た
り
す

る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
語
表
記
に
比
べ
外
国
語

表
記
の
分
量
が
あ
ま
り
に
少
な
い
サ
イ

ン
も
外
国
の
方
に
と
っ
て
は
不
愉
快
な

も
の
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
避
け
た
い
。

物
理
的
サ
イ
ン
計
画
を
語
る
前
に
、
ま

ず

「お
も
て
な
し
」
の
心
で
サ
イ
ン
を

客
観
的
に
見
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

多
一
言
語
対
応
の
サ
イ
ン
計
画

の
留
意
点

川
サ
イ
ン
の
種
類

サ
イ
ン
の
種
類
に
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

ア
．
記
名
標
識

（地
名
、
公
園
名
、
施

設
名
、
コ

l
ス
の
入
口
等
）

イ
．
案
内
標
識
（
方
向
指
示
板
、
案
内

図
、
利
用
情
報
ま
で
含
ん
だ
総
合

案
内
板
、
里
程
標

（里
程
標
は
緊

急
時
の
位
置
通
報
に
も
使
え
る
。
））

ウ
．
解
説
標
識

（生
物
、
地
形
、
気
候
、

歴
史
、
風
俗
な
ど
の
解
説
）

エ
．
注
意
標
識

（危
険
周
知
、
自
然
環

境
の
保
護
、
公
序
良
俗
の
維
持
、

利
用
規
制
）

オ
．
掲
示
版

（行
事
予
定
、
ポ
ス
タ
ー

掲
示
、
季
節
限
定
の
風
物
紹
介
、

天
候
・
危
険
周
知
）

カ
．
境
界
標
識

（詳
細
は
環
境
省
H
P
「「
自
然
公

園
等
施
設
技
術
指
針
」
第
三
部

施
設
別
技
術
指
針
第
七
章
公
共

標
識

（サ
イ
ン
類
）
」
を
参
照
さ

れ
た
い
。
）

凶
多
言
語
サ
イ
ン
計
画
の
段
階

多
言
語
サ
イ
ン
計
画
に
は
、
①
基
本

計
画
・
設
計
、
②
資
料
収
集
・
内
容
制

作
・
監
修
、
③
翻
訳
、
④
詳
細
設
計
・

板
面
制
作
の
段
階
が
あ
る
。

「多
言
語

対
応
」
と
い
う
と
、
と
か
く

「翻
訳
」

ば
か
り
に
注
意
を
払
い
が
ち
で
あ
る
が
、

「
①
基
本
計
画
・
設
計
」
の
段
階
で
、

次
の
よ
う
な
事
項
を
し
っ
か
り
検
討
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
次
項
の

「削
多
言
語
対
応
す
る
区
域
、

範
囲
」

・
告
知
・
解
説
の
対
象
・
程
度

・
サ
イ
ン
の
位
置
・
個
数

・
整
備
の
優
先
度

．
既
往
サ
イ
ン
と
の
文
字
数
の
バ
ラ
ン

ス
・
デ
ザ
イ
ン
の
統

一
性

・
周
辺
団
体
と
の
協
力

削
多
言
語
対
応
を
す
る
区
域
、
範
囲
の

検
討

厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
効
果
的
に

サ
イ
ン
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、

「多

言
語
対
応
を
行
う
範
囲
」
と
し
て
次
の

よ
う
な
事
項
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

・
多
言
語
対
応
す
る
区
域
・
ル
ー
ト
の

範
囲

（例
え
ば
、
長
距
離
自
然
歩
道

の
場
合
の
主
な
サ
イ
ン
配
置
イ
メ
ー

ジ
は
図
ー
の
よ
う
な
も
の
と
さ
れ
て

い
る
が
、
自
然
歩
道
や
そ
の
周
辺
を

含
め
て
、
ど
こ
ま
で
の
範
囲

（集
団

施
設
地
区
内
、
駅
、
交
差
点
：
：
：
）
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凡 例

目 ：悶畑

中 ・？郷
田：棚1胸

中：注m

a問領

進鈴コース
（パス）

で
対
応
す
る
か
を
検
討
す
る
。
）

・
そ
の
中
で
多
言
語
化
の
対
象
と
す
る

サ
イ
ン

・
多
言
語
化
の
対
象
言
語

（英
語
、
中

国
語
（
筒
体
字
・
繁
体
字
）、
韓
国
語
）

．
多
言
語
化
す
る
内
容

多
言
語
サ
イ
ン
設
計
の
実
際

多
言
語
サ
イ
ン
設
計
に
お
い
て
は
、

以
下
の
よ
う
な
こ
と
に
留
意
す
る
必
要

図 1.長距離自然歩道におけるサイン配置のイメ ージ（前述の環境省HPより
部分引用。）

が
あ
る
。

①
予
備
知
識
の
あ

る
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

に
よ
る
翻
訳
・

監
修自

然
公
園
関

係
の
用
語
や
表

現
に
つ
い
て
は
、

工
業
や
商
業
関

係
ほ
ど
翻
訳
需

要
の
多
い
も
の

で
は
な
い
た
め
、

翻
訳
技
術
も
開

発
途
上
と
予
想

さ
れ
る
。
従
っ

て
翻
訳
を
進
め

る
た
め
に
は
、

「
わ
が
国
の
自

然
公
園
や
先
方

の
国
の
慣
習
を
理
解
し
て
い
る
ネ
イ

テ
ィ
ブ
」
と

「
わ
が
国
の
技
術
者
」

が
共
同
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
須
で

あ
る
。

②
サ
イ
ン
が
設
置
さ
れ
る
場
の
明
確
化

例
え
ば
、

「
緊
急
連
絡
先
」
と
い

う
語
に
は
次
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。

ア
．
あ
な
た
に
何
か
起
こ
っ
た
と
き

連
絡
す
る
先

（家
族
や
知
人
の

電
話
番
号
）

イ
．
事
故
時
に
助
け
を
求
め
る
先

筒
体
語
に
直
訳
し
た

「緊
急
取
絡

屯
活
号
碕
」
は
前
者
の
意
味
で
あ
り
、

後
者
の
場
合
は

「友
生
事
故
吋
的
緊

急
朕
絡
処
和
屯
活
号
碕
」
と
訳
す
の

が
正
解
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
翻
訳
を

依
頼
す
る
と
き
は
、
そ
の
訳
語
が
ど

う
い
う
状
況
下
で
使
わ
れ
る
か
を
翻

訳
者
に
説
明
し
、
理
解
さ
せ
て
お
か

な
い
と
正
し
い
翻
訳
は
で
き
な
い
。

③
必
要
に
応
じ
た
丁
寧
な
説
明

「
国
民
宿
舎
」
や

「
国
民
公
園
」

な
ど
、
特
別
な
意
味
を
も
っ
言
葉
が

あ
る
。

「
国
民
公
園
」
は

「
国
家
公

園
」
と
訳
す
と

「国
立
公
園
」
が
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
て
し
ま
う
。

多
少
く
ど

く
な
る
が
、

「
国
民
公
園

（
由
杯
境

省
管
理
、
除
都
市
公
園
、
自
然
公
園

以
外
的
公
園
）
」
と
説
明
す
る
ほ
う

が
良
い
。
カ
タ
カ
ナ
の
固
有
名
詞
が

つ
い
た
施
設
な
ど
も

「
ど
ん
な
も
の

か
」
適
宜
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

④
板
面
作
成
ま
で
の

一
貫
性

折
角
、
質
の
高
い
サ
イ
ン
板
面
設

計
が
で
き
て
も
、
工
場
製
作
の
段
階

で
文
字
の
ミ
ス
が
発
生
す
る
例
が
多

い
（
写
真

1
）
。
特
に
ハ
ン
グ
ル
の

母
音
を
表
す
部
分
の
点
の
位
置
・
有

無
は
誤
り
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。
最

後
ま
で
、
言
語
を
分
か
る
技
術
者
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
が
チ

ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

お
わ
り
に

たか現た取声のは然つ
だし場だつを方、公い多
くてにきてく々海園て言
とい生ベいみの外等閑語

E の発対
現途応

物を投げ込まないで下さい場上は
iの の
方技す
々術べ
にでて
おあの
かる段
れ。階
て自に

と
も
に
、

支
」
ま
ふ
支
」
土
ふ

な
機
会
に

ご
教
示
い

た
だ
け
れ

ば
幸
い
で

あ
る
。

NO LITTERING 

請勿投入任東西

田
中
隆
・
た
な
か
た
か
し

側
建
設
環
境
研
究
所
技
術
本
部
（
公
園
・

景
観
・
自
然
環
境
担
当
）
技
師
長
。

広
島
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学
農
学
部
卒
業
。

元
建
設
省
土
木
研
究
所
緑
化
生
態
研
究
室

長。自
然
環
境
の
紹
介
サ
イ
ン
を
は
じ
め
、
サ
イ

ン
計
画
に
研
究
歴
、

業
務
実
績
を
持
つ
。
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写真 1.誤植の事例

（「任」の後に「可jが‘抜けている）。ネイ ティブが‘見れば一目で

分かる。
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